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◆設　　立　　1993年
◆代 表 者　　代表取締役　守井　嘉朗
◆事業内容　　衣料品等修理サービス業
　　　　　　　（縫製/洋服の補正、寸法直し等）
◆障害のある方の雇用状況
　従業員150名中障害のある方３名
　（内訳）身体障害者　１名
　　　　精神障害者　２名
◆ホームページ：http://www.big-mama.co.jp/

障害のある方の受入れ準備
～実習・訓練でマッチングを検討～

　採用にあたっては、仙台市障害者就労支援センターの協力のもと
見学会を数回実施し、希望者を随時実習・訓練で受入れて業務適性
などを確認した上で採否を決めました。マッチングについてしっか
り検討することができる実習・訓練は、働く方と雇用する側どちら
にとっても有効な手段と考えるビック・ママでは、今後も見学会、
実習・訓練でマッチングを図りながら、障害のある方の雇用を継続
的に行っていく方針です。

縫製技術者の育成×障害者雇用
～双方にとってのメリット～

　障害のある方の雇用が、これまで課題であった縫製技術者の後継
者育成という問題を解決してくれました。
　これまで障害のある方を何人か雇用した経験から障害のある方と縫
製業務との適合の可能性を感じていたことと、採用してくれる企業が
少なく困っている障害者がたくさんいるという話を聞いていたことか
ら、企業・障害者の双方にとってメリットがあると考えました。

障害のある方の受入れ効果
～業務効率と社内の雰囲気が向上～

　ビック・ママでは、障害者雇用をきっかけに作業工程、分担を見直し
たことで、会社全体の業務効率化につながりました。また、従業員一人

ひとりが情報や意思をわかりやすく丁寧に伝えること
の大切さに気づき、コミュニケーションが細やかにな
り、社内の雰囲気もよりよくなったそうです。　
　一人前の縫製技術者になるには経験が必要ですが、
ベテラン従業員がOJTでしっかり指導しながら時間を
かけて育成する体制を整えています。

株式会社 ビック・ママ　（青葉区）
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ミシンを使った裾上げ

袖口の糸ほどき

◆設　　立　　1970年
◆代 表 者　　代表取締役社長　山内　英靖
◆事業内容　　酒類・食品類の輸入
　　　　　　　小売・卸売及び通信販売
◆障害のある方の雇用状況
　従業員1,585名中障害のある方32名
　（内訳）身体障害者　７名　　知的障害者　12名
　　　　精神障害者　３名　　発達障害者　10名
◆ホームページ：http://www.yamaya.jp/

強みをいかす職務設定と安定した勤務継続
～ジョブコーチ支援の活用～

　やまやでは宮城障害者職業センターのジョブコーチ支援を活用
し、様々な障害のある方の雇用を可能にしています。採用にあたっ
ては、やまやの業務内容や求める人材を十分把握している信頼でき
る支援機関からの紹介をもとに、面接、実習を通してマッチングを
図っています。またジョブコーチからそれぞれに応じた職務設定、
対応方法等について指導助言を受けることにより、障害のある方が
安定して勤務できる職場環境が整えられています。

誰もが働きやすい職場
～多様な人材がチームワークをつくる～

　障害のある方を雇用する前は社内でも不安がなかったわけで
はありませんが、実際に一緒に働くことで、同じ目標で働くか
けがえのない仲間だという意識に変わりま
した。また、各店舗の店長を中心に、特別
扱いはしないで一人の従業員として、支え、
励まし、見守る雰囲気がつくられていきま
した。それは、会社全体のチームワーク力
向上にもつながっています。

会社全体で障害者雇用に取組む
～まずは一部店舗でモデル的に雇用～

　やまやでは障害者雇用率の達成に向け、平成22年度から人事部を中心
に会社全体として障害のある方の雇用を積極化しました。まず一部店舗
でモデル的に雇用したところ、様々な業務に対応でき、業務内容によっ
ては一般の従業員と変わりないことなどがわかってきました。この結果
を受け、宮城障害者職業センター等のサポートを活用しながら採用を本
格化し、１年数か月後には雇用率を達成するとともに、各店舗で多くの
成功事例が生まれました。

株式会社 やまや　（宮城野区）
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